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HP http://www.zaidan.or.jp/一般財団法人 大阪市教員会館

耐震改修など課題山積
昨年還暦を迎えた教員会館。無事、60

周年を終え、さらに本年 6 月には「びわ湖
青少年の家」を開業するなど、大阪市教職
員をはじめご利用者の皆様に支えられ、順
調に事業を進めているが、課題は山積して
いる。昭和 46 年落成のアネックスパル法円
坂の耐震対策もその一つ。古い建物だけ
に、ここ数年で耐震診断、耐震設計、そし
て耐震改修を行わな
ければならない。費
用は数億円をくだらな
い。昭和 28 年設立
の教員会館のモットー
は「自主独立、自力
更生」。この精神で、
難局を乗り切っていき
たい。教員会館に、
更なるご協力を。

一般財団法人大阪市教員会館
専務理事 平沢保人

　

一
般
財
団
法
人
大
阪
市
教
員
会
館
は
、
昭
和
28
年
に
教
職
員

の
自
主
的
研
修
、
福
利
・
厚
生
の
殿
堂
と
し
て
誕
生
以
来
、
昨

年
4
月
に
は
新
た
な
非
営
利
法
人
・
一
般
財
団
法
人
と
し
て

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
さ
ら
に
昨
年
6
月
に
は
結
成
60
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
教
員
会
館
は
新
し
い
定
款
に
「
大
阪
市
民
及

び
、
大
阪
市
教
職
員
並
び
に
、
教
育
関
係
者
」
と
と
も
に
「
教

育
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
並
び
に
生
涯
学
習
の
発

展
、
共
生
社
会
の
実
現
」
を
目
指
す
事
業
を
進
め
る
こ
と
な
ど

を
謳
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
決
し
て
忘
れ
る
事
の
出
来
な

い
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
3
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

復
興
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
長
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
連
合
が
主
催
す
る
「
東
北
の
子
ど
も
応
援
腕
白
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
す
る
被
災
地
・
宮
城
の
子
ど
も
た
ち
54

名
が
パ
ル
法
円
坂
で
楽
し
く
昼
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
子
供
た
ち
か
ら
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
届
け
ら
れ
ま
し
た

（
2
面
で
紹
介
）。
教
員
会
館
で
は
引
き
続
き
、
被
災
地
の
教

育
復
興
の
事
業
を
、
息
長
く
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
幅
広
く
役
割
を
果
た
し
て
い
る
教
員
会
館
で

す
が
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
の
耐
震
対
策
を
は
じ
め
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
。
諸
課
題
を
解
決
し
、
今
後
よ
り
一
層
、

パ
ル
法
円
坂
、ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
（
大
阪
市
教
育
会
館
）

を
活
用
し
、“
ほ
っ
”
と
す
る
事
業
を
拡
充
し
ま
す
。
ゆ
と
り

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
、
教
員
会
館
の
事
業
へ
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

教
員
会
館
は
ア
ネ
ッ
ク
ス 

パ
ル

法
円
坂
・
大
阪
市
教
育
会
館
を
中
心

に
活
動
す
る
教
育
青
年
団
体
の
活
動

を
助
成
す
る
た
め
の
制
度
を
設
け
、

平
成
26
年
度
は
6
月
23
日
開
催
の
財

団
評
議
員
会
で
、
総
額
1
千
万
円

を
超
え
る
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

第
4
回
教
育
青
年
団
体
活
動
助
成

金
交
付
式
が
行
わ
れ
、
大
阪
文
化
財

研
究
所
、
大
阪
市
P
T
A
協
議
会
、

大
阪
府
高
齢
者
大
学
校
を
は
じ
め
18

団
体
に
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。教
員
会
館
は
今
後
と
も
、ア
ネ
ッ

ク
ス
利
用
者
へ
の
教
育
青
年
団
体
利

用
助
成
（
利
用
額
の
20
％
）
と
と
も

に
、
教
育
青
年
団
体
の
活
動
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。 

▲夏休み、元気にパル法円坂で昼食会。被災地・宮城の子どもたち
　（8月 4日）

▲教育青年団体支援の助成金交付式。大阪文化財研究
所・南所長らに助成金の目録（7月 26日）
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教
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青
年
団
体
に
1
千
万
円
を
助
成

教員会館の役割大きく　
　　　教育と青年の会館として着実に前進
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ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
の

仕
事
や
結
婚
式
の
仕

事
を
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
人
見
知
り
な

の
で
、
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
の
仕
事
は
緊
張
し
ま

し
た
が
、
人
と
接
す
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
や
、け
っ

こ
ん
し
き
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見

せ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

藤
山
＆
真
田
マ
ジ
ッ
ク
デ
ィ
ナ
ー

マ
ジ
ッ
ク
界
の
「
人
間
国
宝
」
と
も
い

わ
れ
る
藤
山
新
太
郎
さ
ん
と
世
界
的
に
も
有

名
な
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
真
田
豊
実
さ
ん
、
さ
ら

に
女
性
マ
ジ
シ
ャ
ン
・
妖

−

Ａ
Ｙ
Ａ

−

も
出

演
の
マ
ジ
ッ
ク
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

10
月
25
日
（
土
）
18
：
00
～

６
、０
０
０
円
（
チ
ケ
ッ
ト
制　

マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
・
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
）

パ
ル
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン  

仮
装
大
賞
を
決
定

イ
ベ
ン
ト
盛
り
沢
山
な
企
画
で
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
を
。
仮
装
で
ご
参
加
の
方
全
員
に
記

念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
参
加
者
全
員

の
投
票
で
仮
装
大
賞
を
決
定
し
、
入
賞
者
に

は
豪
華
賞
品
（
景
品
多
数
）
を
ご
用
意
。

10
月
31
日
（
金
）
18
：
30
～

大
人
４
、８
０
０
円　

子
供
２
、８
０
０
円

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
特
別
料
理
、
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク

最
高
の
ボ
ー
ジ
ョ
レ
を  

ワ
イ
ン
講
習
会

１
９
５
１
年
に
定
め
ら
れ
た
新
酒
解
禁

の
世
界
的
行
事
に
あ
わ
せ
て
の
ワ
イ
ン
講
習

会
。
名
門
ル
イ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
社
傘
下
の
ア

ン
リ
・
フ
ェ
ッ
シ
の
ボ
ー
ジ
ョ
レ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

２
種
と
ル
イ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
社
の
高
級
ワ
イ

ン
２
種
を
楽
し
み
ま
す
。

11
月
20
日
（
木
）
18
：
30
～

４
、８
０
０
円（
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
・
ワ
イ
ン
）

※
会
場
は
い
ず
れ
も
パ
ル
法
円
坂
・
ア
ネ
ッ
ク

ス
パ
ル
法
円
坂

市
立
聴
覚
特
別
支
援
学
校

�

中
学
部
２
年　

Ｉ
・
Ｍ

▲第 71回教育長杯争奪教職員囲碁大会の優勝者
　（7月 19日）

▲日本の着物文化を学ぶ。浴衣着付け教室で変身し、
天神祭へ。（7月 25日）

▲ウィスキーをテーマに食と文化の講習会、日本のウィ
スキーの文化をたどりました。（9月19日）　

東
日
本
大
震
災
な
ど
、
私
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変
化
に
加
え
、

消
費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
さ

ら
に
10
％
へ
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ

る
な
ど
世
相
は
か
つ
て
な
く
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
す
が
、
教
員
会
館

の
市
民
文
化
・
厚
生
事
業
も
順
調
に
進

め
ら
れ
、
ま
た
、
法
円
坂
の
地
か
ら
情

報
発
信
と
「
習
い
事
広
場
」
が
年
４
回

の
合
同
企
画
と
、
随
時
開
催
の
個
別
企

画
で
開
講
。
多
彩
な
講
師
陣
に
よ
る
魅

力
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
運
動
系
の
講
座
か
ら
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
等
で
感
性
を
磨
け
る

講
座
ま
で
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

各
種
事
業
へ
の
ご
参
加
は
、
４
面
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
記
載
の
日
程
を
参
考

に
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
都

度
配
布
さ
れ
ま
す
回
覧
用
「
会
館
だ
よ

り
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
友
人
、
ご

家
族
と
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
教
職
員
以
外
の
参
加
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
案
内
文
書

を
お
見
逃
し
な
く
。

１
面
の
と
お
り
「
東
北
の
子
ど
も
応

援
腕
白
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
８
月
２
日
か

ら
４
日
）」
に
参
加
し
た
子
供
た
ち
か

ら
、
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。「
色
々
な
人
と
仲
良
く
な
っ

た
」
と
う
れ
し
い
内
容
で
す
。

３
日
目
に
昼
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し

た
。
す
ご
い
ご
う
か
で
た
く
さ
ん
た

べ
れ
ま
し
た
。
ミ
ス
タ
ー
マ
ジ
ッ
ク

リ
ン
小
林
の
マ
ジ
ッ
ク
を
見
て
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
大
阪

に
来
て
み
た
い
で
す
。 

（
Ｓ
・
Ｓ
）

３
日
目
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
と
て
も
広
く

て
、大
き
か
っ
た
で
す
。
お
昼
に
は
、

け
っ
こ
ん
式
場
で
お
い
し
い
物
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
大

阪
に
来
て
知
っ
た
こ
と
は
、
色
々
な

人
と
仲
良
く
な
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

が
大
阪
に
来
て
一
番
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。 

（
Ａ
・
Ｍ
）

ぼ
く
が
、
大
阪
で
一
番
楽
し
か
っ

た
の
は
、
３
日
目
の
ご
う
か
な
食
事
と

マ
ジ
ッ
ク
で
す
。
食
事
で
一
番
お
い
し

か
っ
た
の
は
肉
で
す
。
マ
ジ
ッ
ク
が
見

れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

（
Ｋ
・
Ｋ
）

　

パ
ル
法
円
坂
で
８
月
に「
職
場
体
験
実

習
」を
行
っ
た
生
徒
か
ら
お
礼
状
が
届
き
ま

し
た
。一
昨
年
に
続
き
３
人
目
の
生
徒
で
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

osakashion.com

を
ご
覧
く
だ
さ
い
！
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携
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０
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６
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（
電
話
に
出
ら
れ
な
い
場
合
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
）

大
阪
市
音
楽
団
の

�

自
立
化
に
ご
支
援
を

大
阪
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド

�

後
援
会
に
加
入
を

４
月
か
ら
大
阪
市
音
楽
団
は
「
一
般
社

団
法
人
大
阪
市
音
楽
団
」
と
し
て
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
団
体
の
運
営
の
た

め
、
ま
た
、
伝
統
を
次
の
世
代
へ
と
う
け
つ

い
で
い
く
た
め
、
資
金
面
（
寄
付
）
で
の
ご

協
力
お
よ
び
２
０
１
４
年
度
の
定
期
演
奏
会

の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
高
い
演
奏
ク
オ
リ

テ
ィ
と
音
楽
性
、
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性

を
め
ざ
す
大
阪
市
音
楽
団
に
、
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
大
阪
市
音
楽
団　

第
１
０
９
回
定
期
演
奏
会
】

指
揮
・
ピ
ア
ノ
：
宮
川
彬
良

日　
　

時
：
２
０
１
４
年
10
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　
　

19
：
00
開
演
（
18
：
00
開
場
）

会　
　

場
：
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

主　
　

催
：
一
般
社
団
法
人
大
阪
市
音
楽
団

お
問
合
せ
：
フ
リ
ー
コ
ー
ル

　
　
　
　
　

０
８
０
０

−

９
１
９

−

５
５
０
８

　

第
１
０
９
回
定
期
演
奏
会
は
新
し
く
音
楽

監
督
に
就
任
し
た
宮
川
彬
良
と
の
共
演
。“
海
”

を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、映
画
「
ロ

シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
の
恋
人
た
ち
」
か
ら
、「
開
眼

序
曲
」（
自
身
演
奏
に
よ
る
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
）、

「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
２
１
９
９
」
ほ
か
を
お
届

け
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.shion.
jp

）
よ
り
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
購
入
も

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

大
阪
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
は
、
昭
和
54
年

４
月
に
大
阪
市
・
上
海
市
姉
妹
都
市
提
携
５

周
年
、
国
際
児
童
年
を
記
念
し
て
日
中
友
好

平
和
を
願
い
、「
大
阪
市
こ
ど
も
文
化
使
節

団
」
を
中
国
に
派
遣
す
る
こ
と
を
契
機
に
設

立
さ
れ
た
金
管
バ
ン
ド
と
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
で
、
爾
来
30
有
余
年
、
小
学
生
か
ら
中
学

生
に
ま
た
が
る
全
国
的
に
も
稀
有
な
バ
ン
ド

で
す
。

こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
支
援
の
た
め
に

後
援
会
に
ご
入
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。（
会
費
は
一
口
１
、０
０
０
円
）

ご
賛
同
い
た
だ
け
ま
す
方
は
、
ご
氏
名
・

ご
住
所
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

被
災
地
か
ら
あ
り
が
と
う
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

息
長
く
東
日
本
大
震
災
復
興
を
支
援

「
ほ
っ
」
と
す
る
事
業
、「
ゆ
と
り
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

�

パ
ル
法
円
坂
と
ア
ネ
ッ
ク
ス
で
一
息

人
と
接
す
る
事
を
学
ぶ

秋
は
パ
ル
法
円
坂
で
楽
し
く
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私
は
、
25
年
前
に
、
大
阪
市
こ
ど
も

文
化
訪
中
使
節
団
の
一
員
と
し
て
中
国

を
友
好
訪
問
し
て
い
ま
す
。
両
国
の
子

ど
も
の
書
画
を
隔
年
で
交
互
に
展
示
し

て
い
ま
し
た
が
、
大
阪
市
の
財
政
難
で
、

約
30
年
続
い
た
文
化
交
流
は
途
絶
え
ま

し
た
。
中
国
も
日
本
と
同
じ
く
、
書
が

受
験
に
関
係
な
い
か
ら
廃
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
に
悩
ま
れ
て
い
る
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
自
国
の
伝
統
文
化
を
大
切
に
し
、

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
大

切
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
大
阪
市
の
小
中
学
生
の
書
写

の
作
品
を
多
く
集
め
、
作
品
の
レ
ベ
ル

も
高
ま
る
仕
組
み
を
作
り
、
絵
画
の
作

品
と
同
じ
よ
う
に
書
の
作
品
も
上
海
市

と
交
流
で
き
た
ら
と
考
え
ま
す
。

 

（
編
集
部
で
要
約
）

▲全国中小学生書画作品展。上海万博の中国館が上海美術館に

中
国
の
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
圧
倒

アサヒビール 大山崎山荘美術館
ASAHI BEER OYAMAZAKI VILLA MUSEUM
アサヒビール 大山崎山荘美術館
ASAHI BEER OYAMAZAKI VILLA MUSEUM

ペア入場券
10名にプレゼント

お葉書にて住所・氏名・所属校園名
をお書きいただき次へお送り下さい。

（申込〆切 10 月 31 日必着）
なお、当選の発表は発送をもって変
えさせていただきます。

●〒540-0006
　大阪市中央区法円坂1-1-38
　（一財）大阪市教員会館
　アサヒビール大山崎山荘美術館係宛

中
日
友
好
の
増
進
と
会

館
事
業
の
交
流
を
発
展
さ

せ
る
た
め
、
上
海
教
育
会
堂

（
李
佩
国
総
経
理
）
の
招
待

に
よ
り
大
阪
市
教
員
会
館

美
術
運
営
委
員
会
友
好
訪

中
代
表
団
（
団
長　

橋
爪

秀
博
）
と
し
て
上
海
を
訪
問

し
ま
し
た
。
お
り
悪
く
台

風
の
影
響
に
よ
り
、
さ
ら

に
２
日
間
の
滞
在
延
長
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
際
も
上
海
教
育
会
堂

か
ら
手
厚
い
お
も
て
な
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
訪
中
は
大
変
短

い
訪
問
で
し
た
が
、
上
海

教
育
会
堂
か
ら
盛
大
な
歓

迎
宴
を
開
催
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
は
じ
め
、
黄

浦
区
青
少
年
中
心
に
お
き

ま
し
て
書
写
の
交
流
を
行

う
な
ど
、
日
中
友
好
、
日

本
と
上
海
の
友
好
の
為
、

意
義
の
あ
る
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
日

本
と
中
国
、
大
阪
と
上
海

の
児
童
生
徒
、
教
育
諸
問

題
を
は
じ
め
と
し
た
交
流

の
た
め
、
と
も
に
力
を
尽
く

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
阪
市
教
員
会
館
美
術
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

友
好
訪
中
団
団
長

（
大
阪
市
小
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
書
写
委
員
会
幹
事
・
弁
天
小
学
校
）

 

橋
爪
秀
博 

上
海
教
育
会
堂
（
李
佩
国
総
経
理
）

の
招
待
に
よ
り
、
訪
中
団
８
名
が
、
中

国
上
海
へ
８
月
７
日
～
９
日
（
台
風
の

影
響
で
11
日
ま
で
）
の
予
定
で
訪
問
し

ま
し
た
。
上
海
到
着
後
、
先
ず
上
海
美

術
館
へ
。
ち
ょ
う
ど
、
全
国
中
小
学
生

書
画
作
品
展
を
開
催
し
て
お
り
、
中
国

の
子
ど
も
た
ち
の
書
画
の
作
品
を
見

て
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
後
、
上
海
教
育

会
堂
で
招
待
宴
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
司
馬
遼
太
郎

の
通
訳
も
し
た
こ
と
が
あ

る
陸
冠
正
さ
ん
の
通
訳
に

よ
り
、
団
長
と
し
て
挨
拶

を
し
ま
し
た
。
全
員
が
ス

ピ
ー
チ
し
、
ス
ピ
ー
チ
の

後
に
必
ず
乾
杯
が
あ
り
ま

し
た
。
お
い
し
い
食
事
を

用
意
し
て
く
だ
さ
り
、
円

卓
を
囲
ん
で
皆
が
楽
し
い

雰
囲
気
で
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
上
海
市
黄
浦
区
青
少
年

科
技
活
動
中
心
へ
。
こ
こ
は
、
区
内
の

選
ば
れ
た
小
中
学
生
が
通
う
塾
の
よ
う

な
も
の
で
、
書
を
教
え
て
い
る
教
室
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
毛
氈
を
広
げ
、
墨
汁
を
入
れ

黙
々
と
上
手
に
書
い
て
い
ま
し
た
。
次

は
、
上
海
中
国
画
院
と
上
海
博
物
館
へ

行
き
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
杭
州
見
学
で
す
が
、
こ

こ
で
日
本
で
は
台
風
の
影
響
が
出
て
い

る
と
い
う
情
報
が
入
り
、
空
港
に
着
く

と
、「
取
り
消
し
」
の
表
示
が
、
結
局

２
日
後
の
11
日
の
帰
国
と
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
再
び
、
上
海
教
育
会
堂

に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
４
日
目
は
、書
店
な
ど
へ
。
私
は
、

硬
筆
、
軟
筆
（
毛
筆
）
の
持
ち
方
の
本

を
購
入
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、大
韓
民
国
臨
時
政
府
舊
址
、

中
国
共
産
党
第
１
次
全
国
代
表
大
会
会

址
、
人
民
英
雄
記
念
塔
な
ど
日
本
で
は

あ
ま
り
学
ば
な
い
歴
史
の
足
跡
を
足
早

に
で
す
が
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー

個
人
会
員　

年
度
会
費
１
口　

￥
３
、０
０
０

演
奏
会
の
招
待
状
を
１
口
に
付
各
１
枚

法
人
会
員　

年
度
会
費
１
口　

￥
６
、０
０
０

演
奏
会
の
招
待
状
を
１
口
に
付
各
２
枚

T
E
L （
０
６
）
６
３
４
５
︱
１
０
４
６

　
（
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
内　

担
当
：
今
井
）

大
阪
市
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は

１
９
７
１
年
に
当
時
の
中
馬
大
阪
市
長

の
肝
煎
り
で
「
大
阪
の
子
供
達
に
よ
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
し
て
誕
生
。
音
楽

教
育
と
そ
の
活

動
を
通
じ
た
青

少
年
の
健
全
な

育
成
を
目
指
し

発
足
し
、
定
期

演
奏
会
や
青
少

年
関
連
行
事
へ

の
参
加
な
ど
、

様
々
な
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

大
阪
市
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

  

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー

　
　
　  

募
集
の
ご
案
内

▲あいさつする橋爪団長。
　右は李総経理。

自
国
の
伝
統
文
化
を
大
切
に
、

子
ど
も
た
ち
へ

▲「受験に関係ないから…」と、国を超えて同じ悩み

▲上海市黄浦区青少年科技活動中心で書の交流。

書
の
作
品
も
中
国
と
交
流
を

上海教育会堂と書写で交流
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1 wed

2 thu

3 fri 落語で学ぶ話し方講習会

4 sat ビール講座　ウェディング相談会

5 sun ウェディング相談会

6 mon

7 tue

8 wed

9 thu

10 fri

11 sat ウェディング相談会

12 sun ウェディング相談会

13 mon 体育の日

14 tue KBC ブライダルアカデミー

15 wed

16 thu

17 fri

18 sat バルーン講習会　ウェディング相談会

19 sun ウェディング相談会

20 mon

21 tue

22 wed

23 thu

24 fri

25 sat 習いごと広場経営セミナー  マジックディナーショー  ウェディング相談会

26 sun 教育祭　大阪マラソン　ウェディング相談会

27 mon

28 tue 衛生教育研修会　NPP クリーンアップ作戦

29 wed

30 thu

31 fri ハロウィンパーティ　ミャンマー教育文化講習会

  EVENT  Schedule　　Oct/Nov/Dec
ゆとりいっぱい
� 楽しいイベント

ハロウィンパーティ
仮装大賞などイベントいっぱいハロウィンを（4,800円）。
仮装大賞で豪華賞品をGET。

10月31日（金）　　会場/パル法円坂

ワイン講習会（ボージョレ・ヌーヴォ）
新酒解禁の世界的行事にあわせてのワイン講習会（4,800円）。
人気の事業です。今年のボージョレの味は？

マジックディナーショー
藤山新太郎・真田豊実・妖−AYA−による豪華マジックディナー
ショー（6,000円）。

バルーン講習会
学校行事やイベントでも活躍（3,000円、バルーン代含む）。
ペンシルバルーンを学びます。

10月25日（土）　　会場/アネックス  パル法円坂10月18日（土）　　会場/アネックス  パル法円坂

パーティープラン
オータム・ウインターパーティーにピッタリ。リーズナブルな価格で。
詳しくはパル法円坂までお問い合せ下さい。

マジック講習会
コミュニケーションづくりで人気のマジック（3,000円）。
講師は御存じミスターマジックリン小林。

11月15日（土）　　会場/アネックス  パル法円坂 2014年10月〜2015年2月　会場/パル法円坂
/アネックス  パル法円坂

October10
1 sat ウェディング相談会

2 sun 四天王寺ワッソ　ウェディング相談会

3 mon 文化の日

4 tue フランスの埋蔵文化財講演会

5 wed

6 thu

7 fri

8 sat 習いごと広場経営セミナー　ウェディング相談会

9 sun ウェディング相談会

10 mon

11 tue

12 wed

13 thu

14 fri

15 sat 七五三　マジック講習会　ウェディング相談会

16 sun ウェディング相談会

17 mon

18 tue

19 wed

20 thu ボジョレーヌーボーワイン講習会

21 fri

22 sat ウェディング相談会

23 sun 勤労感謝の日　ウェディング相談会

24 mon 振替休日　

25 tue

26 wed

27 thu 三役会・監査会　第 2 回理事会

28 fri 美術運営委員会

29 sat フォニックス教室　ウェディング相談会

30 sun ウェディング相談会

November11
1 mon

2 tue

3 wed

4 thu

5 fri 習いごと広場講師懇談会

6 sat ウェディング相談会

7 sun ウェディング相談会

8 mon

9 tue KBC ブライダルアカデミー

10 wed

11 thu

12 fri ミャンマー教育文化講習会

13 sat ウェディング相談会

14 sun ウェディング相談会

15 mon

16 tue NPP クリーンアップ作戦

17 wed

18 thu

19 fri

20 sat ユースオーケストラクリスマスコンサート　ウェディング相談会

21 sun ウェディング相談会

22 mon

23 tue 天皇誕生日

24 wed

25 thu 終業式

26 fri 御用納め

27 sat 年末年始休暇

28 sun アネックスパル法円坂休館（〜 1/3）

29 mon

30 tue 　　　

31 wed

December12

地下鉄谷町線・中央線「谷町4丁目」駅10番出口より
地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮」駅2番出口より
JR環状線「森ノ宮」駅より 各駅より徒歩約10分

最寄り駅のご案内

〒540-0006 大阪市中央区法円坂
 　1-1-38（パル法円坂）
 　1-1-35（アネックス パル法円坂）

アネックス 
パル法円坂
での会議・
ご宴会は

ピンクのブ
ライダルと
パル法円坂
での会議・
ご宴会は

ブルーの文
化・厚生事
業、習いご
と広場のお
申し込みは

一般財団法人 大阪市教員会館事務局

大阪市民教育研究所
(TEL.06-6948-5418) FAX：06 (6948)5419
E-mail:kenkyusho@zaidan.or.jp

11月20日（木）　　会場/パル法円坂

ウェディ
ング相談

会は

平日も開
催。

お問い合
わせを。

習いごと
広場

秋の教室
開講

全 19 講
座

市民ギャ
ラリー

展示更新

クリスマ
スディナ

ー

12/20
〜 12/2

5

Yショッ
プ

＆

ワイワイ
ショップ

も

営業中

フォレス
タ

鍼灸で健
康管理を


